












Ⅰ研究の趣旨 

精神遅滞乳幼児の健康管理上,保健・栄養指導の重要性が叫ばれているが,現実には組織的,

継続的な指導が充分になされているとはいい難い。われわれは成人精神薄弱者の疾病状況

を調査し,その有病率が一般人の数倍にのぼっていること,成人病の出現年齢が早いことな

どを明らかにしてきたが,これらの原因の一つに心身の発達期における保健・栄養面の健康

管理の不適切さが想定される。 

かような現状をふまえて,われわれは乳幼児期における保健・栄養指導のシステム化と指導

技術の開発・改善をはかる必要性を痛感し,この問題に学際的立場から取り組むことにした

。 


